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研究内容の説明文 

献血者説明用課題名※ 

(括弧内は公募申請課題名) 

血液中の免疫細胞を利用した、からだを守る仕組みの解明 

（ヒト血液細胞による免疫応答メカニズムの解明） 

研究期間 2016年度 ～ 2027年度 

研究機関名 大阪大学薬学研究科 先端化粧品科学(マンダム)共同研究講座 

研究責任者職氏名 教授 中川 晋作 

 

研究の説明  

１ 研究の目的・意義・予測される研究の成果等 

免疫細胞は、外部から異物（菌やウイルスなど）が侵入した際に炎症・免疫反応

を開始させることでからだを異物から守っています。この反応の破たんが皮膚で 

起こるとアトピー性皮膚炎などのアレルギー性皮膚炎を発症します。我が国では 

アレルギー疾患の患者数が年々増加しているものの、完全な治療法はまだ開発され

ていません。 

大阪大学と共同研究施設である医薬基盤・健康・栄養研究所では血液や皮膚に  

存在している免疫細胞がどのように外部の異物を認識するのか、また炎症・免疫  

反応がどうして起こるのか解明することを目指し、研究を行っています。本研究で

血液や皮膚に存在している免疫細胞の活性化メカニズムと皮膚でのアレルギー反応

の関連性が明らかになれば、将来は病気の治療法や予防法の開発が期待されます。 

アレルギー性皮膚炎の発症機序や治療法は未だ解明・開発されていません。しかし 

正常細胞と疾患細胞を比較することで、病態の解明につながると期待できます。また

様々な薬剤を用いて、どのようなメカニズムで免疫細胞が活性化、不活性化するのかを

明らかにすることができれば、将来は治療薬の開発につながると期待されます。 

 

２ 使用する献血血液等の種類・情報の項目 

献血血液等の種類：全血（規格外） 

献血血液等の情報：なし 

 

３ 献血血液等を使用する共同研究機関及びその研究責任者氏名 

大阪大学薬学研究科 先端化粧品科学共同研究講座 岡田文裕 

 

４ 研究方法《献血血液等の具体的な使用目的・使用方法含む》 

献血者（あなた）の末梢血液から末梢血単核球（PBMC）を分離します。PBMC は免疫

細胞の集団で、血液から皮膚などの組織に到着すると最終分化して異物の侵入に備え

ます。試験管内で PBMCに薬剤処理すると、細胞は免疫・炎症反応を開始し、疑似的に

炎症状態を作ることができます。このような疑似炎症状態の免疫細胞の特性（サイト 

カイン産生、遊走能、分化マーカーの発現など）を正常免疫細胞と比較することで、 

アレルギー疾患との関連性を解析します。 

 

５ 献血血液等の使用への同意の撤回について 

研究に使用される前で、個人の特定ができる状態であれば同意の撤回が出来ます。 
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６ 上記５を受け付ける方法 

「献血の同意説明書」の添付資料の記載にしたがって連絡をお願いします。 

本研究に関する問い合わせ先 

受付番号 29J0051 

 

所属 大阪大学薬学研究科 先端化粧品科学共同研究講座 

担当者 鳥山 真奈美 

電話 06-6105-5792 

Mail toriyama-m@phs.osaka-u.ac.jp 

本書は日本赤十字社ホームページで公開され、必要に応じ献血者への説明資料として使用されます。 

mailto:toriyama-m@phs.osaka-u.ac.jp

